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　国語科教育に関しては、この学校では選択科目で国語 A、国語 B、国語 C に分かれており、
国語 A では現代文、国語 B は古典、国語 C は表現活動というおおまかな括りがあるものの学
習内容は担当する教員による自由度がかなり高いものとなっている。例えば、国語 A で徹底
的に評論文ばかりを読ませる、あるいは小説ばかりを読ませる、もしくは創作活動を取り入れ
るなど、多様な方法が可能であり、その教材として教科書を利用するとは限らず、教員が独自
教材を作成することも多い。その結果、フィールドワークを実施したり図書館を利用したりす
ることになる。
　読書教育や読書支援については、個人としての考えをお尋ねしたところ、以下のようなコメ
ントをいただいた。
　１）学校図書館では、国語の教科書に出てくる作家の特集展示をすることがある。すると、
ちょうど授業でしているときは展示をよく見ていくし、また逆に展示コーナーで興味を持った
結果、授業への集中度も上がっている。例えば、『あのころはフリードリヒがいた』を授業で
しているときに、図書館で特集コーナーをつくっていたら、とてもたくさんの生徒が見ていっ
たこともあり、また、まいど１号の打ち上げの時も国語の授業と合わせて関心を持ち、新聞記
事をみるようになったりする、といった効果が見られた。このような連携が、生徒たちの読書
への関心を後押ししているのではないだろうか。
　２）朝の10分間読書を週２回するときに、出前図書館と名づけて、ブックトラックに30〜40
冊乗せていき、教室で貸し出すサービスをしている。学校図書館のスタッフが選んでいく中か
ら生徒たちが読みたい本を探す方式だが、今の生徒たちはベストセラーであることくらいしか、
本の選択の基準を持っていないので、この出前図書館は生徒たちが新しい本との出会いをする
のに役立っている。生徒たちが本を選ぶ手助けも、読書意欲を促進するのに有用である。
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３．事例から見る学校図書館の役割の特徴
　今回訪問した３校には以下のような共通点があった。
（１）　学校図書館に司書教諭及び学校司書の専任職員がいること。これは、やはり重要なポイ
ントであった。生徒の個人的な読書や学習の支援にも、教科の教員の授業準備の手助けに
も、学校図書館の専門職スタッフが大きな役割を果たしていた。
（２）　学校図書館の利用は非常に多く、利用の調整をしなくてはならないほどであること。３
校とも、学校図書館を授業で利用している割合が非常に高いことが特徴といえるだろう。
学校図書館は、読書センター、学習情報センター、教材センターの役割を持っていると言
われるが、今回の３校は授業との連携の中で、学校図書館が主に学習情報センター、教材
センター双方の役割を果たしているといえる。
（３）　利用の大半が、学習にかかわるものであり、学校図書館が読書センターよりも、学習情
報センターとしての役割を多く果たしていること。多くの利用が授業での利用であること
から、学習支援の役割がいずれも突出して大きかった。⑴〜⑶の条件が相互に関連して、
専門職スタッフがいることで、学校図書館を授業で利用しやすくし、また、授業での利用
の多いことが専門職スタッフの必要性を増しているということであろう。
（４）　読書については、むしろ読書会や読書マラソン、ディスレクシアの可能性のある児童・
生徒への支援など、独自のプログラムを持っていること。いずれの学校も独自の工夫によ
って読書の支援をおこなっていた。近年は一斉読書が盛んであるが、これの難しさは児童・
生徒に本やジャンルの選択が任せられているので、新しいジャンルや新しいテーマに出会
うといった読書の新しい世界へ導くことができないことである。C 校だけが一斉読書にあ
たる朝の10分間読書を実施しているが、ここに出前図書館というサービスを学校図書館が
付加することで、生徒の本の選択の幅を広げる結果になっている。また、ディスレクシア
など読書に困難を感じる児童・生徒への「読書のアニマシオン」の実施などは、少数の児
童・生徒のニーズに合わせたきめ細かな支援といえるであろう。
　相違点といえるほどの大きな違いはなかったものの、学校ごとに少しずつ方法や考えの違い
があり、以下のような点に相違がみられるのではないかと思われる。
　授業との連携は行われているが、これは学校単位で計画的なカリキュラムとして実施されて
いるのではなく、むしろ個々の教科の教員の関心や努力及び学校図書館側からの働きかけによ
るものである学校がある一方、カリキュラムの中に組み込まれて多くの教科の教師が情報科な
どと協力して、図書館を利用した教育を行っている学校もあった。これは授業と学校図書館と
の連携を進めていく中で、草の根的に発展してきたか、カリキュラム自体の改編も視野に入れ
て変化してきたか、という道筋の違いであり、現状としては、教科の教員の中には積極的な人
も消極的な人もいて、いずれの学校も積極的な教員との連携の中で協働しているといってよい
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だろう。
　今回のインタビュー結果をみると、学習支援についての連携は各学校で独自に取り組まれて
おり、先進的な事例と言えるが、生徒個人の読書支援における学校図書館と国語科教育との連
携はいずれもそれほど発展しているものではなく、むしろ読書を非常に個人的かつ内面的な行
為ととらえて、学校側が必要以上には干渉しない傾向があるようである。
　このように学校図書館と国語科教育の連携は読書支援という点ではそれほど実施されていな
かったものの、学習支援という点での連携は活発であった。しかし、このような連携を可能に
しているのは、中高一貫の私学であることと系列の大学があることが大きな影響を与えている
といえるだろう。私学であることは、カリキュラムを柔軟にすることを可能にし、学習指導要
領にとどまらないクラスを実現させるもとになっている。A 校の探究科、「学びの技」のクラ
スの設置、B 校の「特講」のクラスの設置、C 校の情報活用の授業の設置や国語科の選択クラ
スの設置などは、いずれも生徒が図書館利用や情報探索の力を身につけ、教科書だけではなく、
多様な視点の情報を入手できる図書館資料の活用できることを可能にした。また、中高一貫で
あることや系列の大学があることは、受験のための学習を一歩離れた、資料や情報の活用を促
し、その結果学校図書館との連携も活発になったといえるだろう。
　しかし、今回の事例のような取組が同じ条件を満たす私学にのみ可能なわけではない。生徒
がより効果的に学習できることを追求した結果、このような授業と学校図書館との連携が行わ
れるようになったとすれば、受験を余儀なくされる公立の学校などでもじゅうぶん有用な連携
であろうと考えられるからであるが、今回はまだ先進的な取組をしている学校に出会えておら
ず今後の課題としたい。
おわりに
　読書支援にはさまざまな課題がある。今回、インタビューをした結果、今後、より広い範囲
の学校における読書支援の可能性を考えていく上で３つの課題が明らかになった。
　第一に、体系的な読書教育を行ったり、図書館が教科と連携して読書支援をしたりしていく
ためには、カリキュラムの柔軟性が不可欠であることである。今回、いわゆる読書支援は独自
にはあまり行われていなかったが、各教科との連携の中で図書館資料は活用されていた。どの
教科であろうと学ぶ際には多様な資料・情報と無縁であるはずはなく、さまざまな分野の興味
が読書への意欲をひきおこすことも多いことから考えれば、授業での図書館利用も読書支援に
つながっていくであろう。また、柔軟なカリキュラムは今後教科学習を離れた児童・生徒の読
書教育・支援のための時間やプログラムを生み出す可能性を残すことになる。すなわち、現状
のカリキュラムにひと工夫加えたり、カリキュラムに余裕を持たせて、現在ある教科のため以
外の時間割を生み出すことで、読書教育・支援をより体系的効果的に実施していくことが可能
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になると考えられるが、多くの学校の現状では難しいからである。
　第二に、読書のための教育・支援は何か、という概念をはっきりさせ、学校図書館の役割、
国語科教育の役割を明確にすることである。生徒たちの読書の現状については、どの学校もさ
まざまな課題を抱えている。ケータイ小説やライトノベルを中心とする読書習慣、ベストセラ
ーを選ぶ以外に選択の方法を持たない選書能力、学習障害でない場合にも読書を困難とする児
童・生徒の存在などであり、それぞれの課題に対して、ニーズにあった読書教育・支援が必要
になっている。しかし、その方法を選ぶにあたっては、「読書とは何か」という根源的な問い
に戻らなければならないのかもしれないし、感覚的な読書と論理的な読書の両方の経験を積む
ことの意義も振り返らなければならないだろう。たとえば、ケータイ小説やライトノベルを読
むことを読書の中でどのように位置づけるのか、PISA 型読解力が注目され、国語科教育が従
来の文学教育から PISA 型読解力の育成にシフトしつつある現在、文学教育と読書教育の相関
関係をどのようにとらえるのか、といった現代の視点で「読書」をとらえなおしつつ、読書教
育・支援をどのような方策で実施していくのかを模索していく必要があるだろう。
　第三に、もっとも大きな課題は、読書はきわめて内面的な行為である、という点であろう。
すなわち読書行為が子どもたちにとってどのような意味を持つかは、個人によって違い、支援
の成果は数値には表れにくい。このように成果が目に見えにくい読書支援を進めていくために、
学校内の協力や財源を確保していくことは、成果が表れやすい分野の促進に比べて困難である
と一般的に言われている。現在、学校評価が進み、地方自治体等の設置者からも保護者からも
評価される中で、学力向上や進学率などと違い数値で表せない教育や支援への理解を得ていく
努力も求められていくことになるだろう。数値に表せない成果の評価方法については、読書支
援だけではなく教育やサービスの分野において今後必ず求められる課題である。また、内面的
な行為は児童・生徒自身が自分の中で静かに大事に育てていくことも重要であり、外側にいる
図書館や教師には外からその内面の成長に刺激を与えつつ、干渉しすぎないバランスが求めら
れ、ある意味とても難しい仕事であると考えられる。
　このような課題を抱えつつも、児童・生徒の読書支援の必要性は多くの学校が感じているで
あろうし、学校図書館と国語科教育はどのような連携が可能なのかを模索している学校もある
だろう。今回のインタビューでわかったのは、学校図書館と国語科教育はあまり連携していま
せんよ、と言いながらも、それぞれが役割を持つことは認識していることである。いわゆる「連
携」ではないけれど、図書館は児童・生徒が自分で身につけることが難しい「論理的な読み方」
や体系的な読みの指導を国語科教育が担うことを理想としているし、国語科教育は学校図書館
が授業に関連する資料を収集したり、関連するテーマや作家の資料を展示したりすることによ
って、児童・生徒の関心が深まり、授業に集中できることを期待している。国語科教育につい
ても従来の文学教育中心から PISA 型に移行していることは、国語力がさまざまな情報の活用
の基礎となっていることが認識された点では望ましいことであるが、それは文学教育が不要と
いうことではなく、子どもたちの「感覚的」および「論理的」読書の力を育成していくうえで
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両者のバランスは欠かせないものであるといえるだろう。今後、どのような連携が進んでいく
かはまだ未知の段階だが、手始めの連携は、学校図書館サービスと国語科教育が果たすべき役
割を認識し、それぞれの教育やサービスを充実していくだけではなく、その内容についての情
報を共有していくことかもしれない。
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